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　後期清須城本丸周辺の想定復元図と23C区の位置関係（鈴木正貴2012）
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今回の調査成果
　今回の調査区 (23C 区 ) は、「後期清須城」(1586 年〜 1610 年 ) の北端付近に位置します。今回の発掘調査では、
00B 区から伸びる石垣 (020SW) とその上層で大量の瓦を含む瓦だまり (005SX) が検出されました。このことは、こ
の場所に瓦葺きの建物とその石垣があったと想定される証拠になります。そして、この場所が本丸に次いで重要な中
枢部であることが分かりました。また、下層の石垣に伴う瓦と上層の瓦だまりなどから出土する瓦には、若干異なる
部分があることが分かりました。この違いは、時期差 ( 後期清須城は城主が織田信雄、豊臣秀次、福島正則、松平忠吉、
徳川義直と入れ替わる ) を表している可能性があり、今後、出土した瓦の検討に期待されます。
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軒平瓦　桐紋　(005SX 出土 )
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　3面目からは、00B区から続
く石垣(020SW)が検出されま
した。「後期清須城」の石垣と
考えられますが、西側は巨石
が検出されず、北側に基礎の
栗石が散らばっていることか
ら、さらに北側へ続いていた
と想定されます。
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清洲城下町遺跡 23C 区遺構全体図 (3 面目 )
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　1面目と2面目からは、戦国
時代末から江戸時代前期(16
世紀から17世紀)にかけての
廃棄土坑(001SK)や溝
(002SD・003SD)、瓦だまり
(005SX・007SX・009SX)など
が検出されました。
　また、東側ではそれらの遺
構よりも下層(3面目)からは、
00B区から続く石垣(020SW)
が検出されました。
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清洲城下町遺跡 23C 区遺構全体図 ( １面目・2面目 )




